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(
と
と
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

地方自治法第 98条第 2項

(議会要求)並びに同法第 199

条第 6項の規定による補助団体

等の監査を執行したので、

結果を次のとおり公表する D

昭和40年11月17日

大村市監査委員林田安彦

同 大曲九州男

第 2号大村市監査公表

財
団
法
人

その

大

村

市

開

発

公

社

一

、

概

要

本
公
社
法
、
本
市
の
綜
合

開
発
振
興
計
画
に
基
づ
き
決

定
さ
れ
た
諸
計
画
の
実
施
に

必
要
な
諸
用
地
の
取
得
、
造

成
、
管
理
、
処
分
及
び
こ
れ

に
伴
な
う
あ
っ
旋
並
び
に
そ

の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

を
行
な
う
公
共
的
な
実
施
機

関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

公
社
の
業
務
運
営
は
基
本

契
約
並
び
に
資
金
そ
の
他
の

関
係
か
ら
寄
附
行
為
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
た
目
的
に
従
っ

て
公
社
が
独
自
に
事
業
を
計

画
し
、
実
施
す
る
余
地
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
本
市
の
依
頼

ま
た
は
委
託
等
に
よ
り
具
体

的
に
目
的
を
与
え
ら
れ
、
こ

れ
ら
に
基
づ
い
て
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

法
的
に
は
本
市
と
は
全
く
別

個
の
公
益
法
人
で
は
あ
る
が

本
市
の
施
策
推
進
の
た
め
の

二
次
的
公
共
団
体
と
し
て
そ

の
存
立
意
義
が
認
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

O 

(1)監査の種類

補助団体等に対する監査並びに議

会の要求に基づく監査(大村市開

発公社の温栗田発事業について〉

(2)監査の対象及び期日

大村市開発公社(6月10日、7月6日)

大村市社会福祉協議会 (6月四日)

(3)監査の結果(つぎのとお り〉

従
っ
て
市
の
策
定
し
た
長

期
事
業
計
画
の
推
進
に
寄
与

す
る
こ
と
が
窮
極
の
目
的
で

あ
り
、
本
市
財
政
に
過
重
負

担
と
な
ら
な
い
業
務
運
営
が

な
さ
れ
る
よ
う
特
段
の
留
意

が
望
ま
れ
る
o
f

一一、

事
業
経
営
の
状
況

に
つ
い
て

公
社
の
事
業
資
金
の
大
部

分
は
本
市
の
損
失
補
償
契
約

(
限
度
額
八
千
五
百
万
円
)

に
基
づ
い
て
公
社
が
金
融
機

関
よ
り
借
り
入
れ
た
資
金
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お

り
、
経
営
概
況
、
借
入
金
並

び
に
そ
の
運
用
状
況
は
別
表

(一

t
一
二
)
に
示
す
と
お
り

で
あ
り
、
所
期
の
目
的
達
成

4

の
た
め
の
運
用
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
市
当
局
と

し
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い

て
再
検
討
の
上
、
公
社
設
立

の
趣
旨
に
そ
っ
た
業
務
運
営

の
確
立
に
つ
い
て
更
に
積
極

的
な
推
進
が
な
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

同
繰
越
欠
損
金
に
つ
い
て

公
社
発
足
以
来
の
繰
越
欠

損
金
は
四
十
五
万
一
千
八
百

'九
十
七
円
で
、
そ
の
原
因
は

本
市
の
施
策
と
し
て
の
決
定

に
基
づ
き
公
社
の
業
務
遂
行

が
な
さ
れ
た
結
果
(
買
却
用

土
地
の
取
引
量
及
び
そ
の
保

有
期
間
は
市
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
。
)
に
よ
る
も
の
で

や
む
を
得
な
い
も
の
と
認
め

ら
れ
る
。

ま
た
公
社
の
存
立
目
的
か

ら
見
て
、
そ
の
事
業
収
入
源

は
、
本
市
の
方
針
に
よ
っ
て

増
減
を
左
右
さ
れ
る
も
の
が

大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
公

社
自
体
の
経
営
口
努
力
だ
け
で

確
保
で
き
る
も
の
で
は
な
い

の
で
、
独
立
採
算
を
建
前
と

し
た
業
務
運
営
は
望
ま
れ
ず

欠
損
金
の
処
理
に
つ
い
て
は

一何
ら
か
の
形
に
お
い
て
本
市

の
財
政
的
援
助
措
置
が
必
要

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

川刊購
a

入
土
地
の
価
格
決
定
方

法
に
つ
い
て

売
却
用
土
地
の
購
入
は
市

長
の
依
頼
に
よ
り
行
な
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
購
入
価
格
に

つ
い
て
の
指
示
は
な
い
が
、

市
有
予
定
地
と
し
購
入
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
購
入
土

地
の
評
価
決
定
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
市
長
の
承
認
を
受

け
る
等
の
必
要
性
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
。

同
市
の
損
失
補
償
限
度
額
の

決
定
に
つ
い
て

公
社
の
事
業
資
金
に
つ
い

て
は
、
公
社
の
要
請
に
よ
り

市
当
局
が
こ
れ
に
必
要
な
損

失
補
償
の
限
度
額
の
決
定
手

続
き
を
と
っ
て
い
る
が
資
金

量
~
資
金
運
用
等
に
つ
い
て

不
円
滑
な
点
が
認
め
ら
れ
る

の
で
む
し
ろ
市
当
高
が
市
の

長
期
事
業
計
画
に
基
づ
い
て

公
社
の
毎
事
業
年
度
の
事
業

量
を
定
め
、
こ
れ
に
要
す
る

事
業
資
金
の
借
り
受
け
に
必
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要
な
市
の
損
失
補
償
限
度
額

の
決
定
手
続
き
を
と
る
こ
と

が
市
の
施
策
推
進
の
上
か
ら

も
必
要
と
思
料
さ
れ
事
業
資

金
調
達
の
円
滑
を
期
す
る
た

め
に
は
、
市
当
昂
の
適
切
な

援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

在現口
U

F
O
 

同
月

円

i年A
斗・

壬
午

刀
口

温
泉
開
発
事
業
に

つ
い
て

温
泉
開
発
事
業
は
、
公
社

が
昭
和
三
十
八
年
九
月
、
株

式
会
社
国
際
測
地
研
究
所
と

温
泉
開
発
委
託
契
約
を
締
結

し
、
工
期
昭
和
三
十
九
年
五

月
末
日
ま
で
、
概
査
費
五
十

万
円
、
精
査
費
三
百
万
円、

本
ポ
l
リ
シ
グ
工
事
費
七
百

万
円
と
し
、
い
ず
れ
も
温
泉

開
発
成
功
時
(
概
査
費
に
つ

い
て
は
概
査
終
了
時
)
に
支

払
義
務
を
生
ず
る
旨
の
約
定

の
も
と
に
本
事
業
が
開
始
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
工
期
を
延
長
し
工

事
を
続
け
た
が
、
昭
和
三
十

九
年
十
一
月
に
至
っ
て
も
成

功
せ
ず
、
同
月
前
記
契
約
を

更
改
し
、
工
期
昭
和
四
十
年

一
月
末
日
ま
で
、
温
泉
開
発

成
功
時
に
公
社
は
成
功
報
酬

と
し
て
一
千
万
円
、
湧
出
量

一一一、

表
手ヰ 日 f昔 方 貸 方 ifl寄 考

機械及び装置 10，624，825円 モーターグレーダー及びプルトーザ

電 五百 力日 人 権 10，300 

その他無形資産 1，730; 000 温泉開発関係 730，000円自動車車庫分!， 000， 000円

投資有価証券 97，000 電話債

そ の 千也 投: 資 100，000 不動産取引予託金

売 去p 用 土 :li!l 62，999，304 

王見 立ノ、三 5，000 

普 iI'重 7頁 金 3，899，555 

当 座 T貝 ι五ーか、白 19，285 

{ よE 詳E 7頁 ノE¥ 2，000，000 

事 業 禾 i奴 豆〈三i 57，902 

イ反 担、 豆d炉、三 3，510，900 孟皐開尭閤悟苗村主 3，1却。oω円萱醤開 2()1.2∞円空控差主立替骨 176，7∞円

E寺 T頁 1') j豆へ三 司..、園内 4一F・ー'一ー・司 80，000 

機械及び装置減価償却弓!当金 1，444，500 

言正 ご主L 主a イ昔 ー人 J五A三 13，150，000 

手 汗長 f昔 人 五/、三 64，150，000 

未 在、 f三，、三 6，702，200 樟椋代 6，4国，000円可韓両母理代 2田，6∞円，土地代49，6国円

白 己 基 本 3I、三i 2，000，000 

手f，i; 越 欠 tEl j豆P三、 451， 897 38年度41，272円。 39年度 410，625円

土 t也 亮 担、 イ七 3，444，240 

'3tえ 耳Z 手 ti キヰ 66，797 土地あっせん手数料

受 言モ 車斗 952，831 プルトーザー.トラクター.グレ ダー使用料

受取利息及び配当金 42，000 定期預金利息

土 地売 却原価 3，315，268 

主主 矛主 費 1， 014，200 

支 宏、 手Ij 息 2，197，132 
d口会 言十 92，032，568 92，032，568 

算5式1 ) 表

(昭和40年 7月 6日現在)

借 入 先 借 入 ， ，OG金冊00割子川問| 借入期間備 考
十八銀行 | 3 ?12| 手形借入

タ 8，150 140. 5. 31| タ。 8. 20 I 

。 1， 000 I ~~.誌タ

親和銀行 1，000 I ~~.三 チ

。 8，150 ;ii:i 証書借入

。 5，ooofii; タ

チ 8，000 I ~~ . ~ : 286 タ

タ 10，000 I ~~ . 二タ

計 !77， 300 

借入金の状況(表 3) 借入金の目的別使用状況
(表 2)昭和 40年 7月 6目現在)

|目 自旬 ]jlj J三八包 害t~、

購入土地 62，949，704円

温泉開発 3，860，000 

グレーダー，九トーザ-12，754，325 

そ の 他 3，440，234 

現金及び預金 3，843，840 

欠 損 J五へ 451， 897 

計 77，300，000 
※車庫 1，000，000円投資 197，00日間登録税204，200円
借入金利息 1，852，034円電話加入権 10，300円
交1~差金立替分 176 ， 700円

べ

が
規
定
量
を
こ
え
た
場
合
は

成
功
報
酬
の
ほ
か
報
償
金
を

支
払
う
も
の
と
し
、
本
ボ
ー

リ
ン
グ
工
事
が
続
行
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
工
期
の

延
長
期
限
昭
和
四
十
年
四
月

末
日
に
至
っ
て
も
契
約
に
定

め
ら
れ
た
事
業
成
功
の
確
認

が
で
き
ず
、
六
月
十
四
日
公

社
は
温
泉
開
発
不
成
功
と
し

て
該
契
約
を
解
除
し
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

一
方
公
社
は
本
事
業
開
始

以
来
五
回
に
わ
た
り
会
社
の

要
請
に
よ
り
事
業
資
金
と
し

て
総
額
三
百
十
万
五
千
八
百

九
十
二
円
の
融
資
を
行
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和

三
十
九
年
六
月
一

日
事
務
整

理
の
た
め
〉
借
用
証
書
(
金

額
三
百
十
三
万
円
、
支
払
期

日
昭
和
四
十
年

一
月
十
五
日

利
息
日
歩
二
銭
五
厘
)
に
よ

り
会
社
に
貸
し
付
け
、
こ
れ

に
よ
り
既
存
の
融
資
金
を
精

算
し
て
お
り
、
更
に
公
社
は

債
権
確
保
の
た
め
昭
和
三
十

九
年
十
一
月
四
日
前
記
貸
付

金
に
つ
き
債
務
承
認
並
び
に

支
払
契
約
公
正
証
書
を
作
成

し
、
こ
れ
に
基
づ
き
契
約
不

履
行
等
の
場
合
は
い
つ
で
も

強
制
執
行
が
で
き
る
体
勢
を

整
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
公
社
と
し
て
は
温

泉
開
発
委
託
契
約
の
解
除
に

伴
な
い
貸
付
金
の
回
収
措
置

に
つ
い
て
再
検
討
し
た
結

果
、
会
社
よ
り
約
束
手
形
八

枚
(
総
額
三
百
五
十
七
万
四

千
百
二
十
円
、
支
払
日
昭
和

四
十
年
九
月
か
ら
四
十
一
年

三
月
ま
で
の
各
月
末
日
)
を

上
記
貸
付
金
(
利
息
を
含

む
)
の
返
済
金
の
代
り
に
受

け
取
り
、
貸
金
債
権
を
消
滅

さ
せ
手
形
債
権
に
切
り
か
え

て
い
る
。

こ
の
公
正
証
書
は
契
約
不

履
行
等
の
場
合
の
即
時
強
制

執
行
の
利
益
を
主
た
る
目
的

と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
と
さ
ら
に
そ
の

利
益
を
自
ら
放
棄
し
た
こ
と

は
妥
当
の
措
置
と
は
言
い
難

い
。
な
お
、
公
社
に
お
い
て

は
、
既
存
湧
出
口

の
活
用
に

つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
が
、

今
後
の
市
の
方
針
に
従
っ
て

善
処
す
る
と
と
も
に
、
手
形

債
権
の
確
保
に
つ
い
て
も
最

善
の
努
力
を
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

J 

:J..! 
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大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

一

、

概

要

本
会
は
、
大
村
市
内
に
お

け
る
社
会
福
祉
の
た
め
の
事

業
の
能
率
的
運
営
と
組
織
的

活
動
を
促
進
し
、
社
会
福
祉

の
増
進
を
図
る
目
的
を
も
っ

て
昭
和
三
十
一

年
に
発
足
し

昭
和
三
十
六
年
六
月
に
社
会

福
祉
法
人
と
な
っ
た
も
の
で

一般事業運営費補助 福祉資金貸付金の資金補助 心配ごと相談所補助

年度別 j主《‘i 害H 年度目11 ノ主ヘ 言自 年度別 メ皐ヘ 害直

35 130，000円 32 100，000 円 37 180，000円|

36 309，500 33 ー230，000 38 120，000 

37 180，000 34 230，000 39 80，000 

38 300，000 38 300，000 

39 300，000 39 300，000 

合計 1，219，500 合計 1， 160，000 合計 380，000 

年度別補助金支出状況

(3) 

(表 1) 

あ
り
、
事
務
所
を
大
村
市
役

所
内
に
も
う
け
、
生
計
困
難

者
に
対
す
る
無
利
子
の
福
祉

資
金
の
貸
し
付
け
、
生
活
相

談
(
心
配
ご
と
相
談
所
)
及

、

び
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、

保
護
司
等
社
会
奉
仕
者
の
連

・
絡
並
び
に
育
成
等
種
種
の
事

業
会
一
実
施
し
て
い
る
。

本
市
は
、
昭
和
三
十
九
年

度
に
お
い
て
、
本
会
に
対
し

て
一
般
事
業
運
営
費
三
十
万

円
福
祉
資
金
貸
付
金
の
資
金

三
十
万
円
及
び
心
配
ご
と
相

談
所
運
営
費
と
し
て
八
万
円

を
補
助
し
て
い
る
。

な
お
、
本
会
に
対
す
る
補

助
金
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
年

度
別
に
示
せ
ば
表

一
の
と
お

り
と
な

っ
て

い
る
。

ω
一
般
会
計
に
つ
い
て

昭
和
三
十
九
年
度
一
般
会

計
の
予
算
執
行
状
況
は
表
二

の
と
お
り
で
、
収
入
に
つ
い

て
は
、
予
算
額
百
四
十
二
万

八
千
二
百
六
十
三
円
に
対

し
、
収
入
済
額
は
百
五
十
五

万
千
九
百
五
十
二
円
で

一
O

八
、
六
六
%
の
執
行
率
を
示

し
、

一
方
支
出
額
は
百
三
十

六
万
八
千
二
百
六
十
七
円
で

執
行
率
は
九
五
、
八
O
%
と

な
っ
て
お
り
、
収
入
、
支
出

差
引
額
十
二
万
三
千
六
百
八

十
九
円
が
翌
年
度
へ
繰
越
さ

(表 2)昭和 39年度 一 般会計予算執行状況

収 入 の 音E
科 目 予 算害事 収 入済額 E見 明

財産収入 16，000 11，150 預金利子

4ヱ』ズ 費 20，000 16，200 

共募配分金 270，000 279，600 

交付 金 328，000 326，900 ~~社協交付金26 ， 9∞円，市交付金 3∞， 000円

委託費 120，000 120，000 県市社心協配力ご互と助相共君主励委委託託賢8費04.O0，0000肉0同.

寄附金 460，000 582，955 一寄般附合帯阿3J金78270748.円1 77間報京 た す け 合 い

借 .入金 。
雑収入 501 5，531 

繰越金 193，261 193，261 

繰入金 20，500 16，355 福よ祉り資1.金25よ2円り‘4.手84数3阿料io更.26生0資円金

4匡2コh 言十 1，428，263 1，551，952 

支 出 σコ 音日

科 日 予 算 額 支出済額 {蔵 考

会議 費 35，000円 3仏794円 各種会議費

事務 費
人件費 517.725円旅費41，305円

667，151 672，502 交際費15.650同
需用費36.925同諸費60.897円

社会福祉費 566.400 530.181 i更旨喜そi界の生人離福諮資他帥金46島駁貸1l付3o7o劃同Z鰐醐L命?円視官l2円Z7 9 18408“同可

事業費 125，833 134，790 共心民同生配作委ご業と員所相更4管殺生O.理所相"29費運談5営実『l，費務209研03円，修29費5 円

予備費 33，871 

t口b、 計 1，428，263 1，368，267 

二
、
事
業
等
執
行
状
況

に
つ
い
て

れ
て
い
る
。

ω
福
祉
資
金
貸
付
金
に
つ

い
て

昭
和
三
十
九
年
度
に
お
け

る
福
祉
資
金
貸
付
金
の
収
支

状
況
は
表
四
の
と
お
り
と
な

っ
て
お
り
、
当
年
度
に
貸
し

付
け
た
総
額
は
、
百
七
万
二

百
円
で
、

一
方
償
還
額
は
百

十
二
万
五
千
九
百
五
十
円
と

な
っ
て
い
る
。

当
該
貸
付
金
の
昭
和
三
十

九
年
度
末
に
お
け
る
貸
付
残

高
は
百
三
十
八
万
二
千
三
百

五
十
円
で
年
度
別
及
び
資
金

(表 3)一 般 会 計 貸 借対照表〈昭和40年3月31日現在)

別
の
状
況
は
表
五
の
と
お
り

と
な

っ
て
お
り
、

資
金
総
額

二
百
九
万
八
千
五
百
二
十
五

円
に
対
し
て
貸
付
率
は
六
五

八
七
%
で
か
な
り
ひ
く
く
七

十

一
万
六
千
百
七
十
五
円
の

繰
越
金
を
生
じ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い

て
は
、
当
該
資

金
の
一
人
当
り
の
貸
付
限
度

額
が
低
い
た
め

に
、
貸
付
希

望
者
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
の
見
解
か
ら

昭
和
四
十
年
度
よ
り
貸
付
限

度
額
を
資
金
種
別
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
約

て

五
l
二
倍
に

資 産 の 舌E 負債・資本の部

科 目 ノ主、、 害責 手ヰ 目 /主包¥ 客u 百，、

(基本財産) 円基本金 200，000円

定期 預金 200，000 積 立金 30，000 

(運用財産) 運用基金 131，082 

定期 預金 30，000 繰越金 183，685 

普通預金 104，085 未 払 金 200，000 

未収金 279，600 /イ
器具備品 78，810 / 
建 物 52，272 1/ 
dロb、 計 744， 767 4仁53、 計 744， 767 



(4) 

(昭 和40年 3月 3;日王見存〕

収 入の部 l支出

項目口↑M:1|11吋説 哨償還金 25，950円! 事孫費 26，0∞問

県補助金 78ω 

市補助金 !日。ω 州 国 | 

貸付金
繰越 273，叩 278.9即

雑収 お，0∞ 17，1611

り大村市政だよ

福 祉 資金収支状況

昭和33年 4月22日第三種郵便物語、可

置・・・圃

(表 4) 年度別貸付償還状況

昭和40年12月 1日

(表 6) 

対担年度1生2.業剛0円|叶。四什|判円0 医漬。町6|葬祭。6円(1MM。0HliHdmi 計2川珊

担 6剛 I叩 唱弘

34タ川oI 10.350 川 o I 1.500 I 9.4∞ 40.850 

35タ 15.000 8.1∞ ヰ
。 32.350 

36タ I 3刷 15.0∞ 。1.0∞ 8.200 54.200 

37タ 94.0∞ 10.0∞ 12.000 I 4.900 。3.0∞ 64.1∞i 188.000 

38ク 107.0ω 28.700 40.0ω17.5ω o I 281.550 I 474:750 

，39ク 270.000 76.500 37.000 I 37.000 3.0ω 。9川 !518.7ω 

民資金生書保員有総高湾 一 一59.:I 3.000 

54.150 I 54.150 

535.150 150.4∞ 7側|川o11制。

年度別貸付残高状況 (昭和4昨日31日現在)(表 5) 

(表7) 

|地 区 名貸付資金額 貸付 額 貸付資金残

i甫| 4，000円 O円 4，000円

会令 田 6，200 2，700 3，500 

大 村 307，750 306，000 1，750 

西大村 134，600 131，650 2，950 

竹 転L 43，750 24，800 18，950 
詰主主主 j頼 14，000 9，000 5，000 

重 11，000 2，000 9，000 

松 原 9，000 O 9，000 

計 530，300 476，150 54，150 

番地区生活資金貸付状況

引
き
上
げ
る
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
。

ω
心
配
ご
と
相
談
所
に
つ

い
て

心
配
ご
と
相
談
所
は
第
二

種
社
会
福
祉
事
業
と
し
て
、

昭
和
三
十
七
年
度
よ
り
開
設

さ
れ
た
も
の
で
市
民
の
生
活

上
の
あ
ら
ゆ
る
心
配
ご
と
の

相
談
に
応
じ
適
切
な
助
言
指

導
を
行
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
昭
和
三
十
九
年
度

昭辛口39年 j蔓相談経過 JJIj耳支扱件数 闘

区分 川 見「叶住居害こ 畦E豊臣車 舗に関|その地

によ る す る に よるす る閉する に閉する するの

je ，w目語 i~ 長lB ，f科主 相~~ 拒"担"
取扱実 7件 15件 811' イキ -件 13 件 1件 - 件 36件 84 イ*1

中目
{被也しの関たiをも車紹の当介な ! 3 3 6 1 21 37 

ー炎
所 直Lちたにも軒の決 1 4 2 3 10 

結 内 継てもの続解t法時したし 1 2 3 

3 11 7 

(表 8) 

の
相
談
取
扱
状
況
は
表
八
の

と
お
り
で
あ
る
。

ω
世
帯
更
生
資
金
貸
付
等

に
つ
い
て

川

世
帯
更
生
資
金
の
委
託

貸
付
状
況
に
つ
い
て

世
帯
更
正
資
金
に
つ
い
て

は
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
委

託
に
よ
り
貸
付
事
務
の
取
次

を
行
な
っ

て
お
り
、
昭
和
三

十
九
年
度
に
お
け
る
貸
付
状

況
は
表
九
の
と
お
り
で
あ
る

f昭和39年度)

資 金 の 種類 イ牛 長女 金 額

生 業 資 ノ主、 36 件 2，900，000円

11主 戸ー三ト4 資 ノ三包ヘ 4 196，000 

住 宅 資 ノ五、 11 1，030，000 

療 養 費 6 245，000 

l'コh 言十 57 4‘371. 000 

ぷfi貸 付 額 |償還 客員 残 客員

31年度 17，000円 16，800円 200円

32 タ 57，000 54，500 2，500 

33 タ 247，800 231， 150 16，650 

34 タ 469，600 428， 750 40，850 

35 づ' 397，500 365，150 32，350 

36 タ 559，850 505，650 54，200 

37 づ' 965，800 777，800 188，000 

38 づ' 1， 115， 200 640，450 474，750 

39 タ 1，070，200 551，500 518，700 
“i〆活民資貸1金F季金保残員守jE全J計算の 、J 54，150 

計 4，899，950 3，571，750 1，382;350 

世帯更 生 賞 金 貸 付 件 数 及 び 貸 付 額(表 9) 

制
職
員
退
職
手
当
積
立
金

に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
を

も
う
け
処
理
さ
れ
て
い
る
が

当
年
度
に
お
い

て
は
二
万
六

千
三
十
六
円
の
積
立
が
な
さ

れ
て
お
り
、
昭
和
三
十
九
年

度
末
現
在
積
立
額
は
七
万
三

千
二
十

一
円
と
な
っ

て
い
る

件
特
別
会
計
と
し
て
経
理

さ
れ
て
い

る
福
祉
資
金
欠
損

補
て
ん
積
立
金
に

つ
い
て
は

当
年
度
二
千
六
百
十
五
円
が

積
立
て
ら
れ
、

一
方
七
千
九

百
円
が
福
祉
資
金
の
欠
損
補

て
ん
に
支
出
さ
れ
て
お
り
、

昭
和
三
十
九
年
度
末
現
在
四

千
八
百
八
十
七
円
の
積
立
額

と
な
っ
て
い
る
。

× × × 

" 
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